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本論文は 5 章からなり，第 1 章では，レーザおよびレーザ共振器に関する研究の歴史を概説すると
ともに，著者の文献調査をもとにして，本研究に関連する従来の研究の概略を述べて，本研究の地位
を明らかにしている。





















第 1 章は序論で， レーザの歴史的発展を概説するとともに， レーザ共振器の研究が各種の工学分野
への応用の際に極めて主要であることを述べている。















第 4 章は，ファプリ・ペロー共振器を回転体形にした場合について考察したもので， 1 対の平行平
田または曲面の反射板で形成される共振器を適当な対称軸の周わりに回転した回転体形共振器を提案
し，共振器内を半径方向に伝播する集中波と拡散波を重畳し，これに共振探の形状によって決まる境
界条件を入れて解析し，共振条件を与える積分方程式は従来のファブリ・ペロー共振器の積分方程式
と同種のものとなり，その固有関数は共振姿態の反射板上における界分布をうえ，同有値は回折担を
与えることを明らかにし，さらにこれと第 2 章の複合形共振訴の理論を組合わせると，単一周波数で
動作する大出力レーザが得られることを明らかにしている。
第 5 章は結論で，以上の研究結果の結論を総括して述べている。
本論文は，レーザを通信や計測に利用する場合に問題となる不要発振姿態の抑制を，梅めて効果的
に行ない得る二，三のレーザ発振器の設計法を導くとともに，同転体形ファブリ・ペロー共振器の提
案により，単一周波数大出力レーザの構成に有力な指針を与えている。
以上のように本論文は通信および電子工学の発展に寄与するととろが大きく，博士論文として価値
あるものと認める。
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